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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年9月2日(2021.9.2)

【公表番号】特表2020-528932(P2020-528932A)
【公表日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2020-040
【出願番号】特願2020-526686(P2020-526686)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/30     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    5/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５４５Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｖ
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月21日(2021.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ９Ｐ－１経路を阻害する、単離タンパク質。
【請求項２】
　ＣＤ９Ｐ－１／スタビリン１経路および／またはＣＤ９Ｐ－１／ＴＲＡＦ－２経路を阻
害する、請求項１に記載の単離タンパク質。
【請求項３】
　ＣＤ９Ｐ－１の内部移行および／または分解を誘導する、請求項１または２に記載の単
離タンパク質。
【請求項４】
　ＣＤ９Ｐ－１と結合する、請求項１～３のいずれか１項に記載の単離タンパク質。
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【請求項５】
　全抗体、ヒト化抗体、一本鎖抗体、二量体一本鎖抗体、Ｆｖ、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ）’２

、脱フコシル化抗体、二特異性抗体、ダイアボディ、トライアボディ、テトラボディから
なる群より選択される抗体分子、ユニボディ、ドメイン抗体およびナノボディからなる群
より選択される抗体フラグメント、またはアフィボディ、アフィリン、アフィチン、アド
ネクチン、アトリマー、エバシン、ＤＡＲＰｉｎ、アンチカリン、アビマー、ファイノマ
ー、バーサボディおよびデュオカリンからなる群より選択される抗体模倣物である、請求
項４に記載の単離タンパク質。
【請求項６】
　ヒトＣＤ９Ｐ－１（配列番号３４）内のアミノ酸残基２０２～２３２の、またはヒトＣ
Ｄ９Ｐ－１（配列番号３４）のアミノ酸残基２０２～２３２と少なくとも６０％、７０％
、７５％、８０％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％の同一性を共有す
る配列の、少なくとも１つのアミノ酸残基と、
　ヒトＣＤ９Ｐ－１（配列番号３４）内のアミノ酸残基４２２～４４２の、またはヒトＣ
Ｄ９Ｐ－１（配列番号３４）のアミノ酸残基４２２～４４２と少なくとも６０％、７０％
、７５％、８０％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％の同一性を共有す
る配列の、少なくとも１つのアミノ酸残基と、
　ヒトＣＤ９Ｐ－１（配列番号３４）内のアミノ酸残基４７２～５０２の、またはヒトＣ
Ｄ９Ｐ－１（配列番号３４）のアミノ酸残基４７２～５０２と少なくとも６０％、７０％
、７５％、８０％、９０％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％の同一性を共有す
る配列の、少なくとも１つのアミノ酸残基と
を含む立体構造エピトープと結合する、請求項１～５のいずれか１項に記載の単離タンパ
ク質。
【請求項７】
　抗体分子または抗体フラグメントである、請求項５または請求項６に記載の単離タンパ
ク質であって、
　重鎖の可変領域が、以下のＣＤＲ：
　　ＶＨ－ＣＤＲ１：ＧＹＴＦＴＳＹＷ（配列番号１）；
　　ＶＨ－ＣＤＲ２：ＩＦＰＧＴＧＴＴ（配列番号２）；および
　　ＶＨ－ＣＤＲ３：ＳＲＤＦＤＶ（配列番号３）
のうちの少なくとも１つのＣＤＲ、または配列番号１～３と少なくとも６０％の同一性を
共有するアミノ酸配列を有する任意のＣＤＲを含み、かつ／あるいは
　軽鎖の可変領域が、以下のＣＤＲ：
　　ＶＬ－ＣＤＲ１：ＱＳＬＬＤＩＤＧＫＴＹ（配列番号４）；
　　ＶＬ－ＣＤＲ２：ＬＶＳ；および
　　ＶＬ－ＣＤＲ３：ＷＱＧＴＨＬＰＲＴ（配列番号５）
のうちの少なくとも１つのＣＤＲ、または配列番号４、ＬＶＳおよび配列番号５と少なく
とも６０％の同一性を共有するアミノ酸配列を有する任意のＣＤＲを含む、
単離タンパク質。
【請求項８】
　抗体分子または抗体フラグメントである、請求項５～７のいずれか１項に記載の単離タ
ンパク質であって、
　重鎖の可変領域が、以下のＣＤＲ：ＧＹＴＦＴＳＹＷ（配列番号１）、ＩＦＰＧＴＧＴ
Ｔ（配列番号２）およびＳＲＤＦＤＶ（配列番号３）を含み、軽鎖の可変領域が、以下の
ＣＤＲ：ＱＳＬＬＤＩＤＧＫＴＹ（配列番号４）、ＬＶＳおよびＷＱＧＴＨＬＰＲＴ（配
列番号５）、または前記配列番号１～５およびＬＶＳと少なくとも６０％の同一性を共有
するアミノ酸配列を有する任意のＣＤＲを含む、
単離タンパク質。
【請求項９】
　抗体分子または抗体フラグメントである、請求項５～８のいずれか１項に記載の単離タ
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ンパク質であって、
　重鎖可変領域のアミノ酸配列が配列番号６であり、配列中、Ｘ１がＱまたはＲであり、
Ｘ２がＲまたはＧであり、Ｘ３がＴまたはＡであり、Ｘ４がＳまたはＴであり、軽鎖可変
領域のアミノ酸配列が、配列番号７であり、配列中、Ｘ５がＰまたはＬであり、Ｘ６がＳ
またはＦであり、Ｘ７がＳであるか、存在しない、または前記配列番号６～７と少なくと
も６０％の同一性を共有するアミノ酸配列を有する任意の配列である、
単離タンパク質。
【請求項１０】
　抗体分子または抗体フラグメントである、請求項９に記載の単離タンパク質であって、
　配列番号６のＸ１がＲであり、Ｘ２がＲであり、Ｘ３がＴであり、Ｘ４がＴであり（配
列番号８）、かつ／または配列番号７のＸ５がＬであり、Ｘ６がＳであり、Ｘ７がＳであ
る（配列番号２４）、
単離タンパク質。
【請求項１１】
　抗体分子または抗体フラグメントである、請求項９に記載の単離タンパク質であって、
　配列番号６のＸ１がＱであり、Ｘ２がＲであり、Ｘ３がＴであり、Ｘ４がＴであり（配
列番号１１）、かつ／または配列番号７のＸ５がＬであり、Ｘ６がＳであり、Ｘ７がＳで
ある（配列番号２４）、
単離タンパク質。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のタンパク質を含む、組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の単離タンパク質を含む、癌の治療のための医薬
組成物。
【請求項１４】
　生体試料中のＣＤ９Ｐ－１を検出するための、請求項１～１１のいずれか１項に記載の
タンパク質の使用。
【請求項１５】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のタンパク質を用いる、生体試料中のＣＤ９Ｐ－
１の存在を判定するためのｉｎ　ｖｉｔｒｏの診断アッセイまたは予後予測アッセイ。
【請求項１６】
　抗体分子または抗体フラグメントである請求項５～１１のいずれか１項に記載のタンパ
ク質を少なくとも１つ含む、キット。
【請求項１７】
　ＣＮＣＭ　Ｉ－５２１３およびＣＮＣＭ　Ｉ－５２１４で登録されているヒトＣＤ９Ｐ
－１に対する抗体を産生する、ハイブリドーマ細胞系。
【請求項１８】
　必要とする対象において癌細胞のアポトーシスを誘導するための組成物であって、請求
項１～１１のいずれか１項に記載のタンパク質を含む、組成物。
【請求項１９】
　必要とする対象においてＭ２マクロファージのＭ１マクロファージへの再分極化を誘導
するための組成物であって、請求項１～１１のいずれか１項に記載のタンパク質を含む、
組成物。
【請求項２０】
　必要とする対象において免疫応答および／または炎症性応答を誘導するための組成物で
あって、請求項１～１１のいずれか１項に記載のタンパク質を含む、組成物。
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